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 要 旨 

 

目的：カリフォルニア州人口の 76％を占めるヒスパニック系と非ヒスパニック系白人（白人）

について、2005～2016年のアルコール関連自動車事故（AMVC）の傾向と、AMVCと運転者

や地域特性関連因子との相関を検討することを目的とした。 

方法：2005～2016 年の自動車衝突事故データは、カリフォルニア州ハイウェイ警察が管理す

る統合交通記録システム（SWITRS）から得た。SWITRSでは、アルコール関連のデータは、

現場での確認か検査結果に基づき追加され、運転者、被害者の人種も特定されている。衝突地

点は、94％が緯度・経度で地点登録され、カリフォルニア州酒類管理局から入手したアルコー

ル販売免許情報は、バー、レストラン、小売店の所在地を種類別に示している。米国国勢調査

による社会人口統計学的データ、地域特性データ、アルコール販売店密度を国勢調査区ごとに

集計した。全自動車事故と AMVCについて、階層ベイズ型ポアソン時空間モデルを用いて、運

転者や地域特性関連因子との相関を分析し、相対リスク（RR）および 95％信頼区間（CI）を

算出した。 

結果：分析期間中の傷害事故、死亡事故 200 万件以上のうち AMVC は 11％で、うち約 1.7％

が死亡事故だった。AMVC の発生率は、2008 年までは増加し、2008 年以降、白人では 2016

年まで減少、ヒスパニック系では 2009、2010年の 2年間減少した後増加した。AMVC発生率

期待数を基準とした関連因子の相対リスク（RR, 95%CI）は、国境からの距離が近く(1.016, 

1.010-1.022）、バー・パブが高密度(1.005, 1.003-1.007）であること、男性比率(1.006, 1.004-

1.007）、ヒスパニック系人口比率(1.006, 1.003-1.009)、18-29 歳比率（1.010, 1.008-1.012）、

40-49歳比率（1.005, 1.003-1.006）、米国出生者比率（1.013, 1.009-1.017）、150%以下の貧困

層割合(1.006, 1.003-1.009）、失業率(1.002, 1.001-1.003）、空き家率(1.006, 1.004-1.008）、持ち

家率（1.015, 1.013-1.017）が高い場合に AMVC発生率と正の相関がみられた。 

結論：ヒスパニック系人口割合、国境までの距離、男性割合、年齢分布、社会経済的安定性は、

AMVC 発生率と正の相関を示し、個人特性と居住地域状況の両方が寄与することが示唆され

た。地域内のアルコール入手可能性を低下させることが飲酒運転対策に有効である。  


